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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クラブヘッドセットを、ロフト角αが１０度以上かつ３０度未満の低番手群と、ロフト
角が３０度以上かつ５０度未満の中間番手群と、ロフト角５０度以上かつ６０以下の高番
手群とにロフト角に応じて３段階に区分するとともに、
　ロフト角が最小である最も低番手のクラブヘッド（ｉ＝１）が低番手群に属しかつロフ
ト角が１０～２５゜、ロフト角が最大である最も高番手のクラブヘッド（ｉ＝ｑ）は高番
手群に属し、かつｉ＝１～ｑまで５～１３本をセットとしたアイアンクラブヘッドセット
において、
　クラブヘッドセットの中間の番手の番号をｍ（クラブヘッドセットが奇数本のとき中間
の番手の番号をｍとする。また、クラブヘッドセットが偶数本のとき中間下の番手の番号
をｍ１、中間上の番手の番号をｍ２とし、中間の番手のクラブヘッドにおける各種の値を
特定するときは、この２本の平均値を用いることとし、便宜的に符号ｍを付して示す）と
するとき、この番号ｍのクラブヘッド（ｉ＝ｍ）は前記中間番手群に属し、
　かつ少なくとも前記ロフト角が最小、最大の各クラブヘッドは、フェース面に複数本の
溝を具えるとともに、
　前記溝が以下の４つの条件ａ１）、ａ２）、ａ３）、ａ４）の少なくとも１つの条件を
満たすことを特徴とするアイアンクラブヘッドセット。
ａ１）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの溝深さをＤｉとするとき
　　Ｄ１＞Ｄｍ かつ
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　　Ｄｍ＜Ｄｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では Ｄｉ≧Ｄ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では Ｄｉ≦Ｄ（ｉ＋１）
　　であって、溝深さＤ１，Ｄｑは０．４～０．５ｍｍ
ａ２）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの溝幅をＷｉとするとき
　　Ｗ１＞Ｗｍ かつ
　　Ｗｍ＜Ｗｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では Ｗｉ≧Ｗ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では Ｗｉ≦Ｗ（ｉ＋１）
　　であって、溝巾Ｗ１，Ｗｑは０．７～０．９ｍｍ、
ａ３）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの溝と溝との間の間隔をＫｉとするとき
　　Ｋ１＜Ｋｍ かつ
　　Ｋｍ＞Ｋｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では Ｋｉ≦Ｋ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では Ｋｉ≧Ｋ（ｉ＋１）
　　であって、かつ間隔Ｋ１，Ｋｑは２．１～３．５ｍｍ
ａ４）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのフエース面と溝の溝壁とが挟む角度をθｉ
とするとき
　　θ１＜θｍ かつ
　　θｍ＞θｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では θｉ≦θ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では θｉ≧θ（ｉ＋１）
　　であって、かつ角度θ１，θｑは９０～１２０゜
【請求項２】
　クラブヘッドセットを、ロフト角αが１０度以上かつ３０度未満の低番手群と、ロフト
角が３０度以上かつ５０度未満の中間番手群と、ロフト角５０度以上かつ６０以下の高番
手群とにロフト角に応じて３段階に区分するとともに、
　ロフト角が最小である最も低番手のクラブヘッド（ｉ＝１）が低番手群に属しかつロフ
ト角が１０～２５゜、ロフト角が最大である最も高番手のクラブヘッド（ｉ＝ｑ）は高番
手群に属し、かつｉ＝１～ｑまで５～１３本をセットとしたクラブヘッドセットにおいて
、
　クラブヘッドセットの中間の番手の番号をｍ（クラブヘッドセットが奇数本のとき中間
の番手の番号をｍとする。また、クラブヘッドセットが偶数本のとき中間下の番手の番号
をｍ１、中間上の番手の番号をｍ２とし、中間の番手のクラブヘッドにおける各種の値を
特定するときは、この２本の平均値を用いることとし、便宜的に符号ｍを付して示す）と
するとき、この番手ｍのクラブヘッド（ｉ＝ｍ）は前記中間番手群に属し、
　かつ少なくとも前記ロフト角が最小、最大の各クラブヘッドは、フェース面に複数個の
パンチマークを具えるとともに、
　前記パンチマークが以下の３つの条件ｂ１）、ｂ２）、ｂ３）の少なくとも１つの条件
を満たすことを特徴とするアイアンクラブヘッドセット。
ｂ１）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのパンチマークの深さをｄｉとするとき
　　ｄ１＞ｄｍ かつ
　　ｄｍ＜ｄｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では ｄｉ≧ｄ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では ｄｉ≦ｄ（ｉ＋１）
　　であって、深さｄ１，ｄｑは、０．５～１．０ｍｍ
ｂ２）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのパンチマークの面積Ｓｉとするとき
　　Ｓ１＞Ｓｍ かつ
　　Ｓｍ＜Ｓｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では Ｓｉ≧Ｓ（ｉ＋１） かつ
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　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では Ｓｉ≦Ｓ（ｉ＋１）
　　であって、面積Ｓ１，Ｓｑが２．０～２．８ｍｍ2

ｂ３）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの隣り合うパンチマークの間隔をｋｉとする
とき
　　ｋ１＜ｋｍ かつ
　　ｋｍ＞ｋｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では ｋｉ≦ｋ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では ｋｉ≧ｋ（ｉ＋１）
　　であって、間隔ｋ１，ｋｑが４．３～６．０ｍｍ。
【請求項３】
　クラブヘッドセットを、ロフト角αが１０度以上かつ３０度未満の低番手群と、ロフト
角が３０度以上かつ５０度未満の中間番手群と、ロフト角５０度以上かつ６０以下の高番
手群とにロフト角に応じて３段階に区分するとともに、
　ロフト角が最小である最も低番手のクラブヘッド（ｉ＝１）が低番手群に属しかつロフ
ト角が１０～２５゜、ロフト角が最大である最も高番手のクラブヘッド（ｉ＝ｑ）は高番
手群に属し、かつｉ＝１～ｑまで５～１３本をセットとしたクラブヘッドセットにおいて
、
　クラブヘッドセットの中間の番手の番号をｍ（クラブヘッドセットが奇数本のとき中間
の番手の番号をｍとする。また、クラブヘッドセットが偶数本のとき中間下の番手の番号
をｍ１、中間上の番手の番号をｍ２とし、中間の番手のクラブヘッドにおける各種の値を
特定するときは、この２本の平均値を用いることとし、便宜的に符号ｍを付して示す）と
するとき、この番号ｍのクラブヘッド（ｉ＝ｍ）は前記中間番手群に属し、
　かつフェース面の十点平均粗さＲが以下の条件ｃ１を満たすことを特徴とするアイアン
クラブヘッドセット。
　ｃ１）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのフェース面の十点平均粗さをＲｉとする
とき
　　Ｒ１＞Ｒｍ かつ
　　Ｒｍ＜Ｒｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では Ｒｉ≧Ｒ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では Ｒｉ≦Ｒ（ｉ＋１）
　　であって、十点平均粗さＲ１，Ｒｑは１０～１５μｍ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、クラブヘッドのフェース面の表面状態をコントロールすることにより、番手
に応じた最適な性能を発揮しうるように打球のスピン性能を改善したアイアンクラブヘッ
ドセットに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　アイアンゴルフクラブは、ロフト角が相対的に小さい低番手ではより遠くへボールを飛
ばすための飛距離性能が要求され、逆にロフト角が相対的に大きい高番手では地面に落下
してからのボールの転がり（以下、「ラン」ということがある。）を抑制するいわゆるコ
ントロール性能が要求されている。一般に、前記飛距離性能を向上するには、打ち出され
たボールのバックスピン量を減じることが望ましく、これにより打球の打ち出し角度を大
きくすることが効果的であり、逆に前記コントロール性能を向上するためには、打ち出さ
れたボールにより多くのバックスピンを与えることが有効である。
【０００３】
　従来、これらの要求性能を達成することを目的としたアイアンクラブセットとして、例
えば特開昭６１－２７２０６７号公報、特開平２－２２８９８０号公報、特開平２－２２
８９８１号公報、特開平９－１９２２７４号公報などが提案されている。
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【０００４】
　これらの提案では、クラブヘッドのフェース面に形成される溝やパンチマークなどの深
さ、幅、大きさ、形状、配設間隔、さらにはフェース面の表面粗さなどをクラブの番手に
応じて変化させることにより、図７に示す曲線Ｌ１のように、ロフト角が相対的に小さい
低番手のクラブヘッドほどフェース面の摩擦係数を小さく設定し、逆に高番手のクラブヘ
ッドほどフェース面の摩擦係数を大きく設定するという手法が採用されている。なお特開
昭６１－２７２０６７号公報では、曲線Ｌ２に示すように低番手のクラブヘッドほどフェ
ース面の摩擦係数を大きくすることも開示している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、本発明者らの種々の実験、高番手のクラブヘッドのフェース面の摩擦係
数を大きくすると、確かに打ち出されたボールのバックスピン量は増大し打球のコントロ
ール性を向上することはできるが、比較的番手が小さいクラブヘッドではフェース面の摩
擦係数を小さくすると、従来の予想に反してボールのバックスピン量が僅かながら増加す
る傾向があることが判明した。
【０００６】
　図８にはこの実験結果のうちクラブヘッドのフェース面の表面状態と打ち出しされたボ
ールのバックスピン量との関係を示してる。また図９～１２には、フェース面の表面状態
と打ち出しされたボールの打ち出し角との関係を示している。
【０００７】
　なお実験では、アイアンセット中から、３番アイアン（ロフト角２１°）、５番アイア
ン（ロフト角２９°）、７番アイアン（ロフト角３７°）、サンドウエッジ（ロフト角５
６°）の４本のクラブを使用し、同じボール（２ピースボール）を同じ条件でスイングロ
ボットを用いて試打を行った。また各アイアンのフェース面は、いずれもチタンからなる
が、溝がなくかつ平滑な表面を有するもの（最も摩擦係数が小さいもの）、溝がなくかつ
荒い表面を有するもの、溝がありかつ荒い表面を有するもの（最も摩擦係数が大きいもの
）の３段階の表面状態で比較を行った。
【０００８】
　これらの実験の結果、３番、５番、７番の各アイアンでは、従来の予想とは逆にフェー
ス面の摩擦係数が大きいほど、打ち出しされたボールのバックスピン量が少なくかつ打ち
出し角度が大きくなり、ひいては飛距離が増大するという傾向が確認された。そして発明
者らのさらなる研究の結果、概ねクラブヘッドのロフト角５０度を境として、これよりも
小さなロフト角のクラブヘッドでは、フェース面の摩擦係数の大きい方が打ち出しされた
ボールのバックスピン量が相対的に少なくかつ打ち出し角度が大きくなるとの知見を得た
。
【０００９】
　このような現象を理論的に完全に解明することは、インパクト時のボールの複雑な変形
挙動の詳細な解析がさらに必要となるが、一つの原因としてクラブヘッドのフェース面と
ボールとのインパクト時に発生するボールのコア部分の内部スピンが影響しているものと
推察できる。
【００１０】
　図１３（ａ）～（ｄ）には、ボールのインパクトの状態を時系列的に示している。また
図１４はボールＢのコア部分（位置Ｐ１）とカバー（位置Ｐ２）との間のせん断力と、イ
ンパクトからの経過時間との関係を示すグラフである。
【００１１】
　図１３（ａ）に示すように、インパクトされたボールＢは、変形してフェース面３に比
較的広範囲で密着する。このときボールＢは、フェース面３から、該フェース面３に沿っ
た方向の摩擦力Ｍとフェース面３に垂直な力とを受け、従来ではこの摩擦力Ｍが大きいほ
ど、ボールＢのバックスピン量が増大すると考えられていた。
【００１２】
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　発明者らは、ボールＢのインパクトの過程をさらに詳細に調べたところボールＢのカバ
ーＢ２は、該カバーＢ２を摩擦力方向に引っ張るせん断力により、図１３に示される位置
Ｐ１、Ｐ２間を円周方向で相対的に位置ずれさせることを突き止めた（図１３（ｂ））。
【００１３】
　このようなコア部分Ｂ１とカバーＢ２の位置ずれは、インパクトされたボールＢの変形
が元の状態に復元を開始するにつれて元に戻ろうとする。この復元力により、コア部分Ｂ
１とカバーＢ２との間には、前記とは逆方向のせん断力が作用して位置Ｐ１、Ｐ２は、前
記位置ずれが無くなった中立位置（図１３（ｃ））をさらに超えた位置でフェース面３か
ら打ち出しされる。
【００１４】
　このとき、コア部分Ｂ１には、バックスピンとは逆方向となる順方向の内部的なスピン
が発生しており、この内部的なスピンが多いほどボールのバックスピン量が低下すること
が判明したのである。
【００１５】
　また、概ねロフト角５０度を境として、これよりも小さなロフト角のクラブヘッドでは
、フェース面３の摩擦係数を小さくすると前記コア部分Ｂ１の順方向に回転する内部スピ
ンが減少するためにボールのバックスピン量は増加するものと考えられる。
【００１６】
　本発明は、このような実状に鑑み案出なされたもので、各クラブヘッドの要求性能に応
じてフェース面の表面状態を改善することを基本として、とりわけ低番手での飛距離性能
をさらに向上しうるアイアンクラブヘッドセットを提供することを目的としている。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　本件請求項１に係る発明は、クラブヘッドセットを、ロフト角αが１０度以上かつ３０
度未満の低番手群と、ロフト角が３０度以上かつ５０度未満の中間番手群と、ロフト角５
０度以上かつ６０以下の高番手群とにロフト角に応じて３段階に区分するとともに、
　ロフト角が最小である最も低番手のクラブヘッド（ｉ＝１）が低番手群に属しかつロフ
ト角が１０～２５゜、ロフト角が最大である最も高番手のクラブヘッド（ｉ＝ｑ）は高番
手群に属し、かつｉ＝１～ｑまで５～１３本をセットとしたアイアンクラブヘッドセット
において、
　クラブヘッドセットの中間の番手の番号をｍ（クラブヘッドセットが奇数本のとき中間
の番手の番号をｍとする。また、クラブヘッドセットが偶数本のとき中間下の番手の番号
をｍ１、中間上の番手の番号をｍ２とし、中間の番手のクラブヘッドにおける各種の値を
特定するときは、この２本の平均値を用いることとし、便宜的に符号ｍを付して示す）と
するとき、この番号ｍのクラブヘッド（ｉ＝ｍ）は前記中間番手群に属し、
　かつ少なくとも前記ロフト角が最小、最大の各クラブヘッドは、フェース面に複数本の
溝を具えるとともに、
　前記溝が以下の４つの条件ａ１）、ａ２）、ａ３）、ａ４）の少なくとも１つの条件を
満たすことを特徴とする。
ａ１）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの溝深さをＤｉとするとき
　　Ｄ１＞Ｄｍ かつ
　　Ｄｍ＜Ｄｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では Ｄｉ≧Ｄ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では Ｄｉ≦Ｄ（ｉ＋１）
　　であって、溝深さＤ１，Ｄｑは０．４～０．５ｍｍ
ａ２）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの溝幅をＷｉとするとき
　　Ｗ１＞Ｗｍ かつ
　　Ｗｍ＜Ｗｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では Ｗｉ≧Ｗ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では Ｗｉ≦Ｗ（ｉ＋１）
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　　であって、溝巾Ｗ１，Ｗｑは０．７～０．９ｍｍ、
ａ３）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの溝と溝との間の間隔をＫｉとするとき
　　Ｋ１＜Ｋｍ かつ
　　Ｋｍ＞Ｋｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では Ｋｉ≦Ｋ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では Ｋｉ≧Ｋ（ｉ＋１）
　　であって、かつ間隔Ｋ１，Ｋｑは２．１～３．５ｍｍ
ａ４）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのフエース面と溝の溝壁とが挟む角度をθｉ
とするとき
　　θ１＜θｍ かつ
　　θｍ＞θｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では θｉ≦θ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では θｉ≧θ（ｉ＋１）
　　であって、かつ角度θ１，θｑは９０～１２０゜
【００１８】
　本件請求項２に係る発明は、クラブヘッドセットを、ロフト角αが１０度以上かつ３０
度未満の低番手群と、ロフト角が３０度以上かつ５０度未満の中間番手群と、ロフト角５
０度以上かつ６０以下の高番手群とにロフト角に応じて３段階に区分するとともに、
　ロフト角が最小である最も低番手のクラブヘッド（ｉ＝１）が低番手群に属しかつロフ
ト角が１０～２５゜、ロフト角が最大である最も高番手のクラブヘッド（ｉ＝ｑ）は高番
手群に属し、かつｉ＝１～ｑまで５～１３本をセットとしたクラブヘッドセットにおいて
、
　クラブヘッドセットの中間の番手の番号をｍ（クラブヘッドセットが奇数本のとき中間
の番手の番号をｍとする。また、クラブヘッドセットが偶数本のとき中間下の番手の番号
をｍ１、中間上の番手の番号をｍ２とし、中間の番手のクラブヘッドにおける各種の値を
特定するときは、この２本の平均値を用いることとし、便宜的に符号ｍを付して示す）と
するとき、この番手ｍのクラブヘッド（ｉ＝ｍ）は前記中間番手群に属し、
　かつ少なくとも前記ロフト角が最小、最大の各クラブヘッドは、フェース面に複数個の
パンチマークを具えるとともに、
　前記パンチマークが以下の３つの条件ｂ１）、ｂ２）、ｂ３）の少なくとも１つの条件
を満たすことを特徴とする。
ｂ１）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのパンチマークの深さをｄｉとするとき
　　ｄ１＞ｄｍ かつ
　　ｄｍ＜ｄｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では ｄｉ≧ｄ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では ｄｉ≦ｄ（ｉ＋１）
　　であって、深さｄ１，ｄｑは、０．５～１．０ｍｍ
ｂ２）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのパンチマークの面積Ｓｉとするとき
　　Ｓ１＞Ｓｍ かつ
　　Ｓｍ＜Ｓｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では Ｓｉ≧Ｓ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では Ｓｉ≦Ｓ（ｉ＋１）
　　であって、面積Ｓ１，Ｓｑが２．０～２．８ｍｍ2

ｂ３）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの隣り合うパンチマークの間隔をｋｉとする
とき
　　ｋ１＜ｋｍ かつ
　　ｋｍ＞ｋｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では ｋｉ≦ｋ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では ｋｉ≧ｋ（ｉ＋１）
　　であって、間隔ｋ１，ｋｑが４．３～６．０ｍｍ。
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【００１９】
　本件請求項３に係る発明は、クラブヘッドセットを、ロフト角αが１０度以上かつ３０
度未満の低番手群と、ロフト角が３０度以上かつ５０度未満の中間番手群と、ロフト角５
０度以上かつ６０以下の高番手群とにロフト角に応じて３段階に区分するとともに、
　ロフト角が最小である最も低番手のクラブヘッド（ｉ＝１）が低番手群に属しかつロフ
ト角が１０～２５゜、ロフト角が最大である最も高番手のクラブヘッド（ｉ＝ｑ）は高番
手群に属し、かつｉ＝１～ｑまで５～１３本をセットとしたクラブヘッドセットにおいて
、
　クラブヘッドセットの中間の番手の番号をｍ（クラブヘッドセットが奇数本のとき中間
の番手の番号をｍとする。また、クラブヘッドセットが偶数本のとき中間下の番手の番号
をｍ１、中間上の番手の番号をｍ２とし、中間の番手のクラブヘッドにおける各種の値を
特定するときは、この２本の平均値を用いることとし、便宜的に符号ｍを付して示す）と
するとき、この番号ｍのクラブヘッド（ｉ＝ｍ）は前記中間番手群に属し、
　かつフェース面の十点平均粗さＲが以下の条件ｃ１を満たすことを特徴とする。
　ｃ１）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのフェース面の十点平均粗さをＲｉとする
とき
　　Ｒ１＞Ｒｍ かつ
　　Ｒｍ＜Ｒｑ かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では Ｒｉ≧Ｒ（ｉ＋１） かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では Ｒｉ≦Ｒ（ｉ＋１）
　　であって、十点平均粗さＲ１，Ｒｑは１０～１５μｍ。
【００２１】
　なお本明細書において、フェース面の摩擦係数は、フェース面にボールを垂直に所定の
力Ｎで押し当てるとともに、このボールをフェース面と平行にフェースの高さ方向に滑ら
せるに要した力Ｐと前記押し付け力Ｎとの関係より求めるものとする。
【００２２】
　またフェース面の溝幅は、Ｒ＆Ａの内規「３０度測定法」に基づき測定するものとし、
クラブヘッドのフェース面に溝が設けられていない場合には、溝幅、溝深さはともに０、
溝の間隔は無限大、溝壁角度は１８０度としてそれぞれ定める。
【００２３】
　またフェース面にパンチマークが設けられていないクラブヘッドの場合には、パンチマ
ークの深さ、面積はともに０とし、パンチマークの間隔は無限大とする。
【００２４】
　さらにフェース面の十点平均粗さは、ＪＩＳ　Ｂ０６０１の第５項の「十点平均粗さ（
Ｒｚ）の定義及び表示」に従って測定するものとする。
【００２５】
【発明の実施の形態】
　以下本発明の実施の一形態を図面に基づき説明する。
図１に示すように、本実施形態のアイアンゴルフクラブヘッドセット１は、ロフト角αが
最小であり最も低番手のクラブヘッド（ｉ＝１）から、ロフト角が最大である最も高番手
のクラブヘッド（ｉ＝ｑ）まで複数本をセットとしたものである。
【００２６】
　このようなアイアンクラブのヘッドセット１は、例えば番手数が奇数のみからなるハー
フセットや、３番アイアン～９番アイアンまでの７本セット（ｉ＝１～７）、 さらには
、これらにドライビングアイアン、２番アイアン、ピッチングウエッジ、アプローチウエ
ッジ、サンドウエッジ、ロブウエッジなどの１ないし複数本を加えることができる。そし
て、セットの総本数が例えば５～１３本、より好ましくは７～１３本、さらに好ましくは
７～１０本で構成されるのが望ましい。
【００２７】
　図１に示す実施形態では、例えば３、５、７、９、１１番アイアン（サンドウエッジ）
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のヘッド２ａ～２ｅからなるセットの総本数が５本（ｉ＝１～５）のものを例示している
。なお前記符号「ｉ」は、各クラブヘッド２を特定するために低番手のクラブヘッド２か
ら順に付される番号であって、実際のクラブの番手数（例えば５番アイアンの「５」など
）を表示するものとは異なる。
【００２８】
　またアイアンゴルフクラブヘッドセット１においては、例えば最もロフト角が小さいも
ので、１０～２５度、最もロフト角が大きいもので５５～６０度程度、そして中間の番手
は３０～４５度程度に設定されるのが好ましい。なおヘッド２は、ステンレス、チタン、
チタン合金、あるいはこれらを組み合わせた複合材料など種々の材料で構成でき、本例で
はステンレス材からなるヘッド本体に、フェース面３として純チタンを装着したものを例
示している。
【００２９】
　またｉ＝１～ｑのクラブヘッドセットにおいて、クラブヘッドセット２の中間の番手の
クラブヘッドの番号をｍとして定める。ここで、クラブヘッドセット１が奇数本で構成さ
れるときには、ｉ＝１～ｑの中間の番手の番号をｍとする。本実施形態では、クラブヘッ
ドセット１がｉ＝５の奇数本で構成されるため、中間の番手のクラブヘッドが２ｃとなり
、その番号は「３」となる。
【００３０】
　なお、クラブヘッドセット１が偶数本（例えばｉ＝１～１０）で構成されるときには、
中間下の番手の番号をｍ１（例えばｉ＝５）、中間上の番手の番号をｍ２（例えばｉ＝６
）とし、中間の番手のクラブヘッド２における各種の値を特定するときは、この２本の番
手の平均値を用いることとし、便宜的に符号ｍを付して示すものとする。
【００３１】
　そして、本実施形態では、前記クラブヘッド２のフェース面３が以下の摩擦係数、及び
その摩擦係数を満たすように、各要件を設定している。
【００３２】
　ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッド２のフェース面３の摩擦係数をμｉとするとき
　　　　　　　　　　　　　　　μ１＞μｍ　かつ
　　　　　　　　　　　　　　　μｍ＜μｑ　かつ
　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では　μｉ≧μ（ｉ＋１）　かつ
　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では　μｉ≦μ（ｉ＋１）
【００３３】
　このように、アイアンクラブヘッドセット１の中で、最も低番手および最も高番手のク
ラブヘッド２ａ、２ｅのフェース面３の摩擦係数をそれぞれ中間の番手のクラブヘッド２
ｃのフェース面３の摩擦係数よりも大とすることにより、低番手のクラブヘッド２ａでは
ボールのバックスピン量を減じる事ができ飛距離性能を向上しうる。
【００３４】
　また、高番手のクラブヘッド２ｅではバックスピン量を増してコントロール性能を向上
することが可能となる。なお低番手のクラブヘッドにおいてフェース面の摩擦係数を大き
くすると打ち出しされたボールのバックスピン量が減り打ち出し角度が高くなって飛距離
性能に有利となることは前述した通りである。
【００３５】
　また中間の番手のクラブヘッド２ｃについては、フェース面３の摩擦係数が相対的に小
さくなるため、例えばロフト角が５０度未満であるような場合には、前述の作用により打
ち出しされたボールのバックスピン量を増すことができ、コントロール性能を向上するこ
とが可能となるため好ましい。
【００３６】
　図２には、この実施形態の一例を示し、縦軸にフェース面の摩擦係数μ（上が大）を、
横軸には前記クラブヘッドセットの番手数を示している。曲線Ｌ３では摩擦係数が２種類
設定されたものを示し、また曲線Ｌ４では３段階に変化するのを示している。
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　なおクラブヘッド２のフェース面３の摩擦係数を変化させる方法としては、例えばフェ
ース面に形成される溝、パンチマーク、表面粗さ、メッキ処理など種々のものが考えられ
、以下順に説明する。
【００３８】
（第１実施形態）
この例では、図３に示すように、少なくとも前記ロフト角が最小、最大の各クラブヘッド
２ａ、２ｅには、フェース面３に複数本の溝４を具えている。このような溝４は、図４に
示すように、溝４の深さＤを大きくするほど、また溝幅Ｗを大きくするほど、さらには溝
と溝との間の間隔（同じ側の溝壁縁間の距離）を小さくするほど、またフェース面３と溝
４の溝壁４ａとが挟む角度θを小さくするほど、フェース面３の摩擦係数を大きくするこ
とができる。
【００３９】
　したがって、クラブヘッドセット１において上述のように摩擦係数μを変化させるため
には、前記溝４が以下の４つの条件ａ１、ａ２、ａ３、ａ４の少なくとも１つの条件を満
たすことが好ましい。なおクラブヘッドセット１の中間の番手の番号ｍなどは前記した通
りである。
【００４０】
　ａ１）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの溝深さをＤｉとするとき
　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ１＞Ｄｍ　かつ
　　　　　　　　　　　　　　　Ｄｍ＜Ｄｑ　かつ
　　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では　Ｄｉ≧Ｄ（ｉ＋１）　かつ
　　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では　Ｄｉ≦Ｄ（ｉ＋１）
　ａ２）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの溝幅をＷｉとするとき
　　　　　　　　　　　　　　　Ｗ１＞Ｗｍ　かつ
　　　　　　　　　　　　　　　Ｗｍ＜Ｗｑ　かつ
　　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では　Ｗｉ≧Ｗ（ｉ＋１）　かつ
　　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では　Ｗｉ≦Ｗ（ｉ＋１）
　ａ３）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの溝と溝との間の間隔をＫｉとするとき
　　　　　　　　　　　　　　　Ｋ１＜Ｋｍ　かつ
　　　　　　　　　　　　　　　Ｋｍ＞Ｋｑ　かつ
　　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では　Ｋｉ≦Ｋ（ｉ＋１）　かつ
　　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では　Ｋｉ≧Ｋ（ｉ＋１）
　ａ４）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのフエース面と溝の溝壁とが挟む角度をθ
　　　　ｉとするとき
　　　　　　　　　　　　　　　θ１＜θｍ　かつ
　　　　　　　　　　　　　　　θｍ＞θｑ　かつ
　　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では　θｉ≦θ（ｉ＋１）　かつ
　　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では　θ（ｉ＋１）≦θｉ
【００４１】
　このように、条件ａ１～ａ４の少なくとも一つ、好ましくは２以上、より好ましくは３
以上、さらに好ましくは全てを満たすことが最も望ましい。このような実施形態のより詳
細な具体例を表１に示す。
【００４２】
【表１】
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【００４３】
　表１では、クラブヘッドセット１をロフト角αが１０度以上かつ３０度未満の低番手群
と、ロフト角３０度以上かつ５０度未満の中間番手群と、ロフト角５０度以上かつ６０以
下の高番手群とにロフト角に応じて３段階に区分し、各番手群に好ましい範囲を特定して
いる。
【００４４】
　前記低番手群及び高番手群では、フェース面３の溝深さＤは０．４～０．５mmとする。
この溝深さＤが０．４mm未満であると、フェース面３の摩擦係数の増大効果が相対的に低
下する傾向があり、逆に０．５mmを越えると、ゴルフルールに適合しなくなり好ましくな
い。
【００４５】
　また前記低番手群及び高番手群では、例えばフェース面３の溝幅Ｗは、０．７～０．９
mmとする。この溝幅Ｗが０．７mm未満であると、フェース面３の摩擦係数の増大効果が相
対的に低下する傾向があり、逆に０．９mmを越えると、ゴルフルールに適合しなくなり好
ましくない。
【００４６】
　また低番手群及び高番手群では、フェース面３の溝４の間隔Ｋを２．１～３．５mmとす
る。この間隔Ｋが２．１mmを下回ると、ルール下限に近づき加工精度が特にシビアに要求
され、逆に３．５mmを越えるとフェース面３の摩擦係数の増大効果が相対的に低下する傾
向がある。
【００４７】
　さらに、低番手群及び高番手群では、溝壁角度θを９０～１２０度とする。この溝壁角
度θが、１２０度を超えると、フェース面３の摩擦係数の増大効果が相対的に低下する傾
向があり、逆に９０度を下回るとゴルフルールに適合しなくなり好ましくない。
【００４８】
　このように、低番手群、高番手群のフェース面３の溝４を種々の観点から規制すること
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により、低番手群では打ち出しされたボールのバックスピン量を減らして打ち出し角を高
くでき、飛距離性能を向上しうるとともに、高番手群では打ち出しされたボールのバック
スピン量を増してランを減じるなどコントロール性能を向上しうる。
【００４９】
　また中間番手群では、フェース面３の溝４について、溝深さＤが前記低番手群（又は高
番手群）の溝深さの８０％以下、溝幅Ｗが前記低番手群（又は高番手群）の溝幅Ｗの８０
％以下、前記溝壁角度θが前記低番手群（又は高番手群）の溝壁角度の１２０％以上、溝
の間隔Ｋが前記低番手群（又は高番手群）の溝の間隔の１２０％以上とする。
【００５０】
　これにより、ロフト角が５０度未満の中間番手群においては、フェース面３の摩擦係数
μが相対的に小さくなるため、ボールのバックスピン量を増すことができ、コントロール
性が向上する。
【００５１】
　なお図３では中間の番手のクラブヘッド２ｃにも溝４を設けたものが示されている。一
般に雨天時などウェット状態でゴルフクラブを使用する際には打撃されたボールのバック
スピン量が相対的に低下しやすいため、またセット中の全てのクラブに溝４があると購買
者に安心感を与えるため、セット中の全てのクラブに溝４を設けるのが望ましい。
【００５２】
　なおこの溝４は、ゴルフルールに従いクラブのフェース面および溝の長さの全体にわた
って同じ断面形状に設定されかつ左右対称の溝壁４ａを有している。
【００５３】
　またこの溝４に関して、溝深さＤについてのＤ１＞Ｄｑ、溝幅ＷについてのＷ１＞Ｗｑ
、溝間間隔ＫについてのＫ１＞Ｋｑ、溝壁角度θについてのθ１＞θｑの少なくとも１つ
を充足することも好ましく、さらには不等号を逆とすることでも良い。
【００５４】
（第２実施形態）
　次に、フェース面３の摩擦係数を変える手法として該フェース面３にパンチマーク５を
設けたものについて説明する。パンチマーク５とは、図５に示すようにクラブヘッド２の
フェース面３に設けられた円ないし楕円形状の小孔であり、このパンチマーク５の深さｄ
が大きいほど、また面積Ｓ（表面積）が大きいほど、また隣り合うパンチマーク５、５の
間隔ｋが小さいほどフェース面３の摩擦係数を大きくすることができる。
【００５５】
　そこで、本例では、ｉ＝１～ｑのクラブヘッドセット１において、このパンチマーク５
が以下の３つの条件ｂ１、ｂ２、ｂ３の少なくとも１つの条件を満たすように設定する。
【００５６】
　ｂ１）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのパンチマーク５の深さをｄｉとするとき
　　　　　　　　　　　　　　　ｄ１＞ｄｍ　かつ
　　　　　　　　　　　　　　　ｄｍ＜ｄｑ　かつ
　　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では　ｄｉ≧ｄ（ｉ＋１）　かつ
　　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では　ｄｉ≦ｄ（ｉ＋１）
　ｂ２）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのパンチマーク５の面積Ｓｉとするとき
　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ１＞Ｓｍ　かつ
　　　　　　　　　　　　　　　Ｓｍ＜Ｓｑ　かつ
　　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では　Ｓｉ≧Ｓ（ｉ＋１）　かつ
　　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では　Ｓｉ≦Ｓ（ｉ＋１）
　ｂ３）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドの隣り合うパンチマーク５の間隔（それぞ
　　れの中心間の間隔）をｋｉとするとき
　　　　　　　　　　　　　　　ｋ１＜ｋｍ　かつ
　　　　　　　　　　　　　　　ｋｍ＞ｋｑ　かつ
　　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では　ｋｉ≦ｋ（ｉ＋１）　かつ
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　　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では　ｋｉ≧ｋ（ｉ＋１）
【００５７】
　このように、条件ｂ１～ｂ３の少なくとも一つ、好ましくは２以上、より好ましくは全
てを満たすことが望ましい。このような実施形態のより詳細な具体例を表２に示す。
【００５８】
【表２】

【００５９】
　表２では、前記と同様、クラブヘッドセットをロフト角αを１０度以上かつ３０度未満
の低番手群と、ロフト角３０度以上かつ５０度未満の中間番手群と、ロフト角５０度以上
かつ６０以下の高番手群とにロフト角に応じて３段階に区分し、各番手群に好ましい範囲
を特定している。
【００６０】
　前記低番手群及び高番手群では、パンチマーク５の深さｄは０．５～１．０mmとする。
この深さｄが０．５mm未満であると、フェース面３の摩擦係数の増大効果が相対的に低下
する傾向があり、逆に１．０mmを越えると、ゴルフルールに適合しなくなり好ましくない
。
【００６１】
　また前記低番手群及び高番手群では、パンチマークの面積Ｓは、２．０～２．８mm2 と
する。このパンチマークの面積Ｓが２．０mm2 未満であると、フェース面３の摩擦係数の
増大効果が相対的に低下する傾向がある。
【００６２】
　さらに、前記低番手群及び高番手群では、隣り合うパンチマークの間隔ｋは、４．３～
６．０mmとするのが好ましい。このパンチマークの間隔ｋが４．３mm未満であると、ゴル
フルールに適合しなくなり、逆に６．０mmを越えるとフェース面３の摩擦係数の増大効果
が相対的に低下する傾向がある。
【００６３】
　なお、このようなパンチマーク５は、少なくとも最も低番手のクラブヘッド２ａと最も
高番手のクラブヘッド２ｅとに設けることによりその効果を発揮しうるが、前記溝４の場
合と同様にセット中の全てのクラブヘッドに設けるのが特に好ましい。
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【００６４】
（第３実施形態）
フェース面３の摩擦係数を変える他の手法として、図６に示すように、例えばサンドブラ
スト処理などにより微細な凹凸６をフェース面３に施すことが挙げられる。このようなフ
ェース面３の摩擦係数は、表面粗さ、例えば十点平均粗さＲに比例する。そこで本例では
ｉ＝１～ｑのクラブヘッドセット１において、フェース面３の十点平均粗さＲが以下の条
件ｃ１を満たす。
【００６５】
　ｃ１）ｉ番目（ｉ＝１～ｑ）のクラブヘッドのフェース面の十点平均粗さをＲｉとする
とき
　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ１＞Ｒｍ　かつ
　　　　　　　　　　　　　　　Ｒｍ＜Ｒｑ　かつ
　　　ｉ＝１とｉ＝ｍ（又はｍ１）との間では　Ｒｉ≧Ｒ（ｉ＋１）　かつ
　　　ｉ＝ｍ（又はｍ２）とｉ＝ｑとの間では　Ｒｉ≦Ｒ（ｉ＋１）
　このような実施形態を表３に示す。
【００６６】
【表３】

【００６７】
　表３では、前記と同様、クラブヘッドセットをロフト角１０度以上かつ３０度未満の低
番手群と、ロフト角３０度以上かつ５０度未満の中間番手群と、ロフト角５０度以上かつ
６０以下の高番手群とにロフト角に応じて３段階に区分し、各番手群に好ましい範囲を分
類している。そして、前記低番手群及び高番手群では、フェース面の十点平均粗さＲｉを
１０～１５（μｍ）に設定するのが好ましく、中間番手群では２～７（μｍ）とするのが
好ましい。なお、この条件ｃ１は、前記溝４又はパンチマーク５の条件と組み合わせて用
いても良い。
【００６８】
　以上好ましい実施形態について詳述したが、本発明は、例えばフェース面３のメッキ処
理を施したものと、それを施さないものなどにより摩擦係数μを変えるようにしてもよく
、種々の態様に変形しうる。
【００６９】
【実施例】
（第１実施形態）
　フェース面に溝を有する総本数７本のクラブセットを表４の仕様にて試作し（実施例１
、２、比較例１）、シャフトを装着してスイングロボットにより試打テストを行い、打ち
出しされたボールのバックスピン量、打ち出し角度、キャリー、ラン、トータル飛距離を
それぞれ測定した。なおスイングロボットは、ロフト角１５度のクラブヘッドを有するク
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に、テストの結果を表５に示す。
【００７０】
【表４】

【００７１】
【表５】
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（第２実施形態）
　フェース面にパンチマークを有するクラブセットを表６の仕様にて試作し（実施例３、
比較例２）、シャフトを装着して前記の条件で試打テストを行った。クラブヘッドの仕様
、テストの結果を表６に示す。
【００７３】
【表６】



(16) JP 4379024 B2 2009.12.9

10

20

30

40

【００７４】
（第３実施形態）
　フェース面の表面粗さを変えたクラブセットを表７の仕様にて試作し（実施例４、比較
例３）、シャフトを装着して前記の条件で試打テストを行った。クラブヘッドの仕様及び
テストの結果を表７に示す。
【００７５】
【表７】
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【００７６】
　いずれの実施形態においても、実施例のものは、比較例と比べて低番手側で打ち出しさ
れたボールのバックスピン量が相対的に少なくかつ打ち出し角が高くなっていることが確
認できる。このため、キャリー、ランとも比較例を上回っていることが確認できる。また
高番手側、中間番手では、ボールのバックスピン量が相対的に多いためランが非常に少な
く、ボールコントロールがしやすいことも確認できる。
【００７７】
【発明の効果】
　上述したように、本願各発明では、低番手側のクラブヘッドでは、打ち出しされたボー
ルのバックスピン量を相対的に少なくし、打ち出し角度を高めることにより、打ち出しさ
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ブヘッドでは、ボールのバックスピン量を相対的に増すことができ、ランを少なくしてボ
ールのコントロール性を向上しうる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本実施形態のヘッドセットの一例を示す側面図である。
【図２】　本実施形態のヘッドセットの各番手とフェース面の摩擦係数μとの関係を示す
グラフである。
【図３】　本実施形態のヘッドセットの中から一部のヘッドを取り出して例示する正面図
である。
【図４】　フェース面の溝と直交するヘッドの断面図である。
【図５】　本実施形態のヘッドセットの中から一部のヘッドを取り出して例示する正面図
である。
【図６】　本実施形態のヘッドセットの中から一部のヘッドを取り出して例示する正面図
である。
【図７】　従来のヘッドセットの各番手とフェース面の摩擦係数μとの関係を示すグラフ
である。
【図８】　フェース面の表面状態とボールのバックスピン量との関係を示すグラフである
。
【図９】　３番アイアンのフェース面の表面状態とボールの打ち出し角度との関係を示す
グラフである。
【図１０】　５番アイアンのフェース面の表面状態とボールの打ち出し角度との関係を示
すグラフである。
【図１１】　７番アイアンのフェース面の表面状態とボールの打ち出し角度との関係を示
すグラフである。
【図１２】　ＳＷのフェース面の表面状態とボールの打ち出し角度との関係を示すグラフ
である。
【図１３】　ボールとフェース面のインパクトの過程を説明する断面図である。
【図１４】　インパクトからの経過時間とボールのカバーとコア部分との間のせん断力と
の関係を示すグラフである。
【符号の説明】
２　クラブヘッド
３　フェース面
４　溝
５　パンチマーク
６　凹凸



(19) JP 4379024 B2 2009.12.9

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(20) JP 4379024 B2 2009.12.9

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(21) JP 4379024 B2 2009.12.9

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】 【図１４】



(22) JP 4379024 B2 2009.12.9

10

フロントページの続き

    合議体
    審判長  北川　清伸
    審判官  森林　克郎
    審判官  村田　尚英

(56)参考文献  特開昭６１－２７２０６７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A63B53/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

